
経営計画とは？と生成AIに尋ねると、

"自社が果たすべき目標やビジョンを明確にし、

それを実現させるための経営戦略や行動計画などを具体的に示したもの"

と答えてくれました。

こう聞くと、「小難しくてやっぱりいらない」となりますよね...

でも、実はそんなに難しいものではありません！

経営計画とは、言い換えると、

"このまま進んでいくと儲かるのか？お金は回るのか？"

"新しいことをやったら、業績はよくなるのか？悪くなるのか？"

"悪くなりそうならどうしておくべきか？"

を考えることです。

また、それを文字にして、数字に落としこんでみて、また戦略を練って…

そしてそれを実行に移す。

まさに経営者にしか作れないものといえるでしょう。
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　　　　　 経営計画とは？

激動の世の中。

日々会社のかじ取りをする経営者のみなさま、日々大変なご苦労があるかと思います。

心より、尊敬しております。

さて、突然ですが、みなさまは「経営計画」を作っていらっしゃいますか？

「うちは大企業じゃないから」「毎月試算表は見てるし、お金は回っているから大丈夫」

そう思われた方、ぜひお読みください！

経営計画のススメ
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経営計画というと、「銀行に見せて融資を引っ張るための書類」というイメージを

お持ちの方もいるのではないでしょうか？

答えは"No"です。

経営計画は"経営者自身のために作るもの"です。

放っておいても儲かって儲かって仕方がない。

そんな会社はほとんどありません。

新しい事業にチャレンジし、うまくいかず、借入も増えていく。

先行きが不安で、夜眠れない...

なんていうことがザラにあるのが経営です。

だからこそ、将来どうなるのかをできる限り具体的にイメージし、事前に準備し

対策を練っておく。

起こり得ることが、自分が描いた理想の未来と近いものだったら、不安も和らぎ、より

明るい未来が待っていると思いませんか？

つまり、経営計画とは"経営者自身が、自分のために将来の転ばぬ先の杖として

持っておくべきもの"なのです。

TOPIC

TOPIC

　　　　　 経営計画はだれのために作るのか？

　　　　　 経営計画に必要な観点

経営計画というと、まずは"理念"を考えて、、、と思われる方もいるかもしれませんが、

経営計画が"経営者にとっての転ばぬ先の杖"であるために必要なものはちょっと違い

ます。

必要なものは次の3つだけ。

特に重要なのが③の結果として、"お金が残るのか？"という視点です。

損益計算書（P/L）では利益が出ているのにお金が回らない（≒黒字倒産）を回避する

ために、経営において最も重要なポイントといえるでしょう。

 　　①まずは、こうなりたいという強い思い、

　 　　それを実現したときにどれくらい売上が立つか？

 　　②①をやるために必要なコストをイメージしてみる。

 　　③手持ち資金がどう動き、最終的にお金が残るのか想像する。



まずは経営計画を作ってみませんか？

ちなみに弊社は決してBixidの代理店ではございません。

重要なのは、Excelでも手書きでもいいので、まずは頭にあることをアウトプットし、

数字に落としこんでみることです。

経営計画を作ることは、決して”お勉強”ではありません。

経営者のみなさんが思い描く理想の未来を実現するための”ワクワクする作戦会議”です。

最初から完璧なものを作る必要もありません。

まずは一年後どうなっていたいか？その時にお金はどうなっているか？を考えて

みましょう。

もし「うちの会社でこういうことをやったら、

お金ってどうなるんだろう？よくわからないな。」

となるようでしたら、お気軽に弊社までお声かけください！

会計や税務にとどまらず、経営者のみなさまと

未来を描くお手伝いもサポートさせていただいております。

損益計算書（P/L）の計画を立てるというのは、非常に簡単です。

電卓を使って、売上・原価を出して、それにかかる管理コストを計算してみる。

でも、そこに"お金が残るのか？"という観点を加えると、

途端にハードルがあがります。

そこで弊社がオススメしてるのが"Bixid"という経営計画の策定ソフトです。

"Bixid"では、

TOPIC　　　　　 経営計画が作れるBixid(ビサイド)とは？

💡会計データをそのまま取り込み、
💡会計データをもとに、月単位・年単位で損益のシミュレーションし、
💡損益計画から、お金の流れ（キャッシュフロー）まで予測。
 


（銀行借入・返済、税金の支払いまで踏まえた将来予測にも対応）

💡毎月の試算表を取り込み、計画とズレがないかの検証

など、さまざまな機能が充実しており、経営計画のクオリティを高めてくれます。



愛知大学 法学部二部法学科卒

国税局に入局すると同時に愛知大学へ進学し、約25年間、

税務行政に携わってまいりました。退職後、税理士資格を取得し、

会計事務所での勤務を経て、このたび葵パートナーズへ入社

いたしました。

国税で培った経験を活かし、税務調査で着目されやすいポイント

や税務リスクを意識した視点から、お客様に安心していただける

ご提案を心掛けております。

これまでは税務行政の立場から企業と向き合ってまいりましたが、

これからはお客様に寄り添い、経営を支える身近なパートナーと

して、お客様お一人お一人のお力になれるよう努めてまいります。

どうぞよろしくお願いいたします。

INTERVIEW

新入社員インタビュー

事務所見学会

松井　忠之

先日、他社様(株式会社フローリー様)主催で

複数回にわたり事務所見学会が開催されました！

弊社の

・「経理代行・経理コンサル」の取り組み

・FLOW・TaxSysなど社内的な効率化を目指した

　最新の取り組み

に触れ、貴重な交流の機会となりました！

弊社は経理コンサルの改善・DX化(デジタル技

術を活用してビジネスへ活用すること)の推進も

お手伝いさせていただいております！

「経理部門をもっと効率的に改善したい」

「DX化を推進したいがどうしたらいいか

　分からない」

などございましたら、お気軽に弊社へお問い

合わせください！
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